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　高齢化に伴い在宅療養患者及び要介護高齢者居住施設入居者の増加が見られ，近年訪問診療の需要は高まっている．
訪問先での使用に有効な石こうを試作したので，物性について報告する． 

　特別な装置を使用せずシェイカーで練和でき，かつ流動性が高いためバイブレーター不要でも気泡の混入がなく，
印象から取り外しまでが5分と短時間での硬化性を有した石こう(試作品)を試作した(図2)．練和方法は粉末，水を
シェイカーの中に投入後30秒間シェイカーを振る方法で実施した．混水比(w/p)を0.25，0.35，0.50と変化させ，
物性評価として硬化時間，圧縮強さ，線硬化膨張，流動性の時間変化をJIS T 6600:2016歯科用石こうに準じて計測
した．

シェイカーにて簡便に練和でき特別な装置を必要としない流動性かつ速硬性であることから
歯科医院での使用に加えて，訪問診療においても有用な石こうであると示唆された．

測定結果を図3に示す．

　混水比0.25では低膨張かつ高強度でありJIS T 6600歯科用石こうにおけるタイプ4(超硬石こう)の規格を満たして
いることが確認された．混水比のコントロールで膨張の変化がなく目的とする強度の模型を短時間で得ることができる
ことが明らかになった．義歯の修理など低強度が求められる場面でも有用であると考えられる．流動性については練和
終了後は水のように流れるが、75秒を超えると盛り上げが可能な流動性となった．さらに混水比が高いと盛り上げ時の
操作余裕が長くなることが確認された。

シェイカーで練和できる点，余剰石こうをシェイカーに入れたまま持ち帰ることができ廃棄物の持ち帰りがしやすい
点，流しを汚さずに作業できる点、高い流動性のためバイブレーター不要で気泡なく石こう注入できる点，硬化時間が
短く取り外しまでの時間が短いため間接法での義歯等の補綴装置の調整修理が可能な点から訪問診療において有用な石
こうであると考えられる．

図１　シェイカーを使用した練和方法
シェイク（20~30秒）

流し込み（20～75秒） 盛り上げ（75~120秒） 取り外し（注入完了後5分）

5分後

練和泥をリング型に流し込み，
平らにならした．ロッドを静か
に落下させ，針入深さが2mm
以下になった時間を測定した．

①硬化時間測定

②圧縮強さ測定
③線硬化膨張測定

クロスヘッド
スピード :5kN/min
割型 :内径 20mm

高さ 40mm

ロッド重量:300g

ビカー針:φ1.0 mm
リング型：

内径 20mm
高さ 30mm

正方形断面層
槽
幅　   20mm
深さ　20mm
長さ 100mm

④流動性測定

計量

硬化時間の60秒に初期値
長さを読み取り，練和開始
2時間後と24時間後の長さ
を測定した．初期値に対す
る割合として線硬化膨張を
算出した．

割型に練和泥を流し込み試験体を
作製した。練和開始から60分後に
荷重を加え，最大の力から次式に
より圧縮強さを算出した．
圧縮強さ (MPa)＝最大の力 (N)/314

リング型
径 :35mm
高さ:50 ｍｍ

練和泥をリング型に入れ平らに
ならした．所定時間経過後に
リング型を10mm/sの速度で
垂直に持ち上げた．広がった
練和泥の長さを測定した．

図2　各物性の評価方法
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①硬化時間結果 ②圧縮強さ結果

③線硬化膨張結果 ④時間毎の流動性結果
図3　各物性の測定結果
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